
 

農業協同組合研究会 第 11 回研究大会 

 
 今国会に提出されている農協法改正案の内容は、中央会制度の廃止や監査体制の変更な

ど農協制度を根本的に転換するもので、農業と農村の安定的発展にも大きな影響を及ぼす

ことが懸念されています。そのため現場では不安が広がっており、この政策転換に如何に

対応するかが農協の直面する重要な課題になっています。 

このためＪＡ全中は第２７回全国農協大会に向けて対応を検討していますが、研究会と

しても理論と実践の両面から地域に則して広く論議するため本研究大会を開催しました。

会員をはじめ、多数の皆さんの積極的参加による討論を心より期待しています。 
 

 

 

 

 

 

○日 時：２０１５年５月２３日（土） 午後１時３０分～６時 

○場 所：一般社団法人 経済倶楽部 ホール（東洋経済ビル９階） 

東京都中央区日本橋本石町１－２－１ 

（ＴＥＬ：０３－３２７０－０６８１） 

（会場への案内は裏面参照） 

○参加費：会員は無料。会員外は５００円（資料代）。 

参加者は事前に申し込んで下さい。（ただし､申込みなしでも参加可）

       なお、研究会終了後、懇親会を予定していますのでご参加下さい。 

（会費５,０００円）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報 告】 

Ⅰ「『農協改革』の狙いとＪＡ自己改革の基本方向」 

          滋賀県立大学教授             増田 佳昭氏 

Ⅱ「押しつけ『ＪＡ改革』から見えてきたこと」 

   広島県・三次農協代表理事組合長(前全中副会長) 村上 光雄氏 

Ⅲ「『農業』組織なのか、『地域』組織なのか 

－両立の道、模索を－農協改革」        

          河北新報社論説委員会副委員長  佐々木恵寿氏 

【司 会】 白石正彦 氏（東京農業大学名誉教授） 
  

＜問い合わせ・参加申込み＞  農業協同組合研究会 事務局 

〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町 3-1-15 藤野ビル（農協協会内） 

ＴＥＬ：03－3639－1121  ＦＡＸ：03－3639－1120 

Ｅメール：nokyoken@jacom.or.jp 

政策転換による農協の新たな課題と対応方向



 

 

 

 


